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環境への取り組み
当金庫は、飯田・下伊那に本店・支店を置く地元金融機関として、金融を通じて地域の経済発展

に寄与することはもとより、飯田・下伊那という豊かな自然に囲まれた地域を未来に残していく責
任を感じています。

環 境 方 針

１．基本理念
飯田信用金庫は、飯田・下伊那地域に本店をお
く企業として、地域環境・地球環境の保全活動
に取り組むことの重要性を認識し、役職員一人
一人が毎日の業務を通じて、地域の環境改善や
文化創造への貢献に、積極的に取り組みます。

２．基本方針
（1）当金庫の全ての事業活動が環境に与える影

響を、適切に評価し改善するための管理シ
ステムを構築・運用し定期的に見直すこと
によって、継続的な環境改善と汚染の予防
に努めます。

（2）環境改善や汚染の予防の取り組みに関連し
て、法令、条例等の規制及び当金庫が同意
するその他の基準等を遵守し、技術的、経
済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り
組みます。

（3）継続的な環境改善と汚染の予防のため、優
先的に取り組む項目を設定し、定期的に見
直します。

（4）積極的な社内広報活動や計画的な環境教育
の実施により、当金庫役職員全員の環境保
全に関する意識の高揚に努めます。

（5）この環境方針は、当金庫の施設内で働く全
ての人々に周知するとともに、一般に開示
します。

経済・文化貢献に加えて、環境改善に取り組

むことは企業住民としての責務と考え、この目

的をもっと合理的・効果的に達成するための手

段として、国際的な環境マネジメントシステム

規格であるISO14001の認証を、飯田信用金庫

本店、支店、研修所および、しんきんビジネス

サービス（株）、飯田しんきんリース（株）、飯信

商事（株）とともに飯田信用金庫グループとして

取得しております。

温暖化ガス（二酸化炭素）削減や廃棄物の
リサイクルをすすめています。

①エネルギーの削減
・ノーネクタイの実施

・室内温度を冷房時28℃（営業店は

27℃）、暖房時23℃に設定

・通勤ノーカーデーの実施

・ハイブリッドカーの導入

・業務改善により紙の使用量を削減 等

②リサイクルの推進
・廃棄物の分別

・生ゴミ処理機の導入

・コピー用紙の裏面や両面利用

・新本店移転に伴い処分する備品

をリユースやリサイクル

・女性の制服はペットボトルから

作られる繊維を使用。回収した

制服はサーマルリサイクル

③職員・グループ内社員への教育
・支店長以上の幹部職員、新入職員がゴミ処分場を見学

・EMS（環境マネジメントシステム）教育の実施

④環境情報の発信 等
・天竜川水系環境ピクニックへの

参加

・小学生のエコロジー活動をテレ

ビで紹介

「わたしたち“エコキッズ”宣

言！」

（県下6信金共同事業
信越放送：毎日、朝夕１回の放映）

・飯田市の「燃やすごみ」袋へ当金庫の広

告を掲載

～広告料は飯田市の環境改善政策に活用

されています～

・地域ぐるみ環境IS0研究会への参加

・長野県環境保全協会事業への参加

豊かな風土を後世に引き継ぐために。

天竜川水系環境ピクニック

分別ゴミ箱

エコロジー活動募集

14 IIDA SHINKIN BANK HOTLINE 2007



環
境
へ
の
取
り
組
み

主なエネルギー使用量削減により、基準年度に比べ、二酸化炭素排出量を12.7％削減。
また廃棄物のリサイクルをすすめ、事業活動により発生する廃棄物の91.1％をリサイクルすることができました。

（単位：kg-CO2）

基準年度 平成18年度
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主なエネルギー使用による
平成18年度二酸化炭素排出量実績

平成18年度
廃棄物リサイクル実績

紙類リサイクル
68.9％

ププラスチスチック等スチ
リリサイクルリ
22.2％％％

埋め立て、焼却
8.9％

（単位：千円）
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ＥＭS取り組み以降の投資額と
コスト削減効果

購入
電力

水道、ガス、
灯油、ガソリン等

ISO認証取得及び審査等

分煙機購入、分煙室設置等

生ゴミ処理機購入

ハイブリッドカー購入

経費削減額 投資費用

・平成18年度、廃棄物の合計は99,248kgでした。

・廃プラはサーマルリサイクル（高炉燃料）、その他はマ

テリアルリサイクル（再資源化）しております。

融資商品を通じて温暖化ガス（二酸化炭素）の削減に寄与しております。
温暖化ガス削減に効果のある商品の購入に際してのご融資金利を優遇するローンを取り扱っております。
平成17年度から自動車ローンと住宅関連ローンのお取り扱いをしており、お客さまにご利用いただくことで大きな削減実績
となっています。

カーライフプラン 

カーライフリピートプラン 

マイカーローン 

住宅ローン 

リフォームローン 

0.5％の 
金利優遇 

0.1％の 
金利優遇 

0.2％の 
金利優遇 

ハイブリッド車や電気自動車など低公害車を購入する場合 

太陽光発電システム、CO2冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）、ガスエン
ジン給湯器（エコウィル）、潜熱回収型ガス給湯器（エコジョーズ）など環境に配
慮した住宅設備をした場合 

新規ご契約件数 

商　品　名 優遇内容 優　遇　対　象 

57 
 

12 
 

69

1,106,650千円 
 

29,730千円 
 

1,136,380千円 

235,968 kg-CO2 

69,900 kg-CO2 
 

305,868 kg-CO2

二酸化炭素削減効果 

住宅関連融資 

低公害車購入ローン 

融 資 金 額  

合　　　計 

環境融資商品 

融資業務を通じてお客さまにより削減された二酸化炭素排出量の実績（平成18年度） 

※二酸化炭素排出量削減効果については
対象商品ごとに当金庫独自の基準で算
出しております。

※平成12年度を基準年度（電力は平成11年度）としてお
ります。

※二酸化炭素換算係数は、環境省ホームページの資料（エコ
アクション21の換算表など）を使用しております。

ＥＭＳの導入により
コスト削減効果も生まれています。
ＥＭＳ（環境マネジメントシステム）を導入したこ
とにより、平成18年度までの7年間で約44百万円の
コスト削減効果がありました。
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